
訓練受講までの流れ

※相談内容によっては、少人数からでも受講できるオープンコースのご利用を提案する場合があります。

センター担当者が企業を訪問し、人材育成に関する課題や方策を整理します。課題や方策の整理

所定の期日までに受講料の支払い等の手続を行い、訓練を受講してください。訓練受講

生産性向上支援訓練カリキュラムモデルの中から、訓練目的・分野による分類とは別に、DX推進に向け
たスタートコース、ネットワーク・セキュリティに関するコースを選定し、共通領域として設定しました。
また、DXに向けた３つの課題を設定し、それぞれの課題解決に対応したコースを選定・分類しています。

DX対応コースの概要

生産性向上支援訓練「DX対応コース」のご案内

相談内容を踏まえて、課題やニーズに応じた訓練コースを提案します。
訓練コースの
コーディネート

⇒DXの推進に必要な知識や導入事例を知りたい

⇒社内ネットワークのセキュリティ対策を進めたい

DX推進に向けたスタートコース

ネットワーク・セキュリティに関するコース

共
通
領
域

⇒IoTによるビジネス環境の変化や動向を知りたい
⇒システム開発に必要な発注者の役割を理解したい

ビジネスモデルの課題への対応

⇒システム化に伴うコストの考え方を知りたい
⇒物流全体の最適化・効率化を実現したい

業務プロセスの課題への対応

⇒自社業務に適切なITツールを選定したい
⇒POSシステムを活用して売上げを伸ばしたい

デジタル化と新たな生活様式の課題への対応

３
つ
の
課
題

○受講対象者
事業主の指示を受けた在職者の方

○訓練日数・時間
おおむね１～５日
（４～30時間）

○受講料（１人あたり・税込）
2,200円～6,600円

○訓練会場
自社会議室等を訓練会場とすること
が可能です（講師を派遣します）

※コースは、裏面をご覧ください。

現在、社会環境・ビジネス環境の変化に対応すべく、企業・組織を中心に
社会全体のＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）が進んでいます。こ
れに対応するためには、年代・職種を問わず、働き手一人ひとりがＤＸに参
画し、デジタル技術を活用したプロセスの改善や、デジタルを活用しやすい
組織づくりに取り組むことが重要となります。

生産性向上人材育成支援センターでは、生産性向上支援訓練カリキュラム
モデルの中から「DX対応コース」を選定し、中小企業・事業主団体等の
“DX人材の育成”を支援しています。

（2022.12）

HP：https://www3.jeed.go.jp/saitama/poly/
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DX対応コース 全 58 コース

デジタイゼーションについて理解を深める

アナログ ⇒ デジタル化（データ化） 対面 ⇒ オンライン

デジタライゼーションについて理解を深める

データ ⇒ 新技術によるデータ活用 ⇒ 精度の高い業務改善！

DX(デジタルトランスフォーメーション)について理解を深める

オンライン会議 テレワーク

誕生!!

・ＩｏＴ活用によるビジネス展開
・データ活用で進める業務連携
・ＩoＴを活用したビジネスモデル
・ビジネスとＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の融合 他 ３コース

・在庫管理システムの導入
・クラウド活用入門
・ＩＴ新技術による業務改善
・ＡＩ（人工知能）活用

・マーケティング志向の営業活動の分析と改善
・インターネットマーケティングの活用
・チャンスをつかむインターネットビジネス
・顧客満足向上のためのＣＳ調査とデータ分析 他 14コース

・ＩＴツールを活用した業務改善
・企業内でＩＴ活用を推進するために必要な技術理解
・ＲＰＡを活用した業務効率化・コスト削減
・テレワーク活用 他 14コース

企業価値UP!

ビジネスモデル
企業文化・風土
製品・サービス
付加価値 etc.

データとデジタル技術を活用して競争上の優位性を確立する！

デジタル化と新たな生活様式の課題への対応

業務プロセスの課題への対応

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾓﾃﾞﾙの課題への対応

ネットワーク・セキュリティに関するコース

・ＩｏＴ導入に係る情報セキュリティ
・社内ネットワークに役立つ管理手法
・テレワークに対応したセキュリティ対策
・ワイヤレス環境に必要となる無線LANセキュリティ
・脅威情報とセキュリティ対策 他 ３コース

DX推進に向けたスタートコース

・DXの推進 ・DXの導入 ・DX人材育成の進め方

（2023年４月現在）

精度の高い業務改善！⇒  変革 ⇒


